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流通とＳＣ・私の視点 

2006年２月１日 
 

ＳＣの“場
ば

”づくりの概念設計とは!! 

 

ＳＣはアメリカでは第３の空間（サードプレイス）と呼ばれ、家庭（第１の空間）でもない、会社（第２

の空間）でもない、異次元性を持った“場”として位置づけられています。そこで、私は「ＳＣの“場”づ

くり」を次のように概念設計しました（六車流：流通理論）。 
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すなわち、ＳＣの“場”づくりは、5つの構成から成り立っています。 

①ＳＣの“場”づくりの目的とは、客がいいなぁ！また来たいなぁ！人から、いいところに住んでいる

のね！と感じ言われ、自己満足と誇りを持てることです。 

②ＳＣの“場”づくりの要因とは、“場”を客に訴える内容であり、テクニカル（技術的）な“場”づく

り（景観づくりとツールづくり）とエモーショナル（情緒的）な“場”づくり（臨場感としつらえ感）

から成り立っています。 

③ＳＣの“場”づくりの手法とは、“場づくり”を具体化するための手法である。テクニカルデザイン（技

術デザイン）とエモーショナルデザイン（情緒デザイン）があり、ソフトとハードの両面から“場”づ

くりを行う必要があります。 

④ＳＣの“場”づくりの訴求とは、最終的には、客の五感を刺激して“場”づくりの目的を達成するこ

とです。 
 
私なりに、“場”づくりをメカニズム的に解明しました。 

                                                           (株)ダイナミックマーケティング社
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①客が、いいなぁと感じること、又、客がまた来たいなぁと感じること 

②客が、ここへ来ることにより新たに情緒的な何かを得ること 

③客が、人からいいところね！（あるいは、いいところに住んでいるのね！）と 

言われ誇れること 
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テクニカルな“場”（スペース）づくり 

景観 

自然景観 人工景観 

ツール 

感動ﾂｰﾙ 一般ﾂｰﾙ

エモーショナルな“場”（スペース）づくり

臨場感 

動の臨場感 静の臨場感 

しつらえ感 

おもてなし 継続性
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２つのデザイン手法 

テクニカルデザイン（デザイナー） 

色彩 造形 光 

エモーショナルデザイン（デザイナー） 

感動 異質性 変化 
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五感に訴える 

見る 
（目） 

目に訴えて 

“場”をいいなぁ

と感じさせる 

聴く 
（耳） 

耳に訴えて 

“場”をいいなぁ

と感じさせる 

匂う 
（鼻） 

鼻に訴えて 

“場”をいいなぁ

と感じさせる 

味わう 
（舌） 

舌に訴えて 

“場”をいいなぁ

と感じさせる 

触る 
（皮膚） 

皮膚に訴えて 

“場”をいいなぁ

と感じさせる 
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http://www.dynamic-m.co.jp/
　　　　　　　　　　　　　（株）ダイナミックマーケティング社
「流通と私の視点」をご覧いただきありがとうございます
タイトル部の赤色のカッコ内をクリックすると、弊社ＴＯＰページへ移動します。その他たくさんの「私の視点」がご覧になれますよ！流通・ＳＣに関する情報も満載です！！


